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夕
凪
て
赤
い
夕
日
に
船
染
ま
る 

小
野 

美
重
子 

 

新
茶
く
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ほ
と
け
の
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を
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ろ
こ
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駅
裏
の
校
舎
の
解
体
大
西
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果
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に
白
き
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大
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の
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の
彼
方
は
オ
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の
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の
揺
れ
て
涼
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や
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炎
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水
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ス
キ
ー
瀬
戸
の
海 岩
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俶
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い
ろ
ど

り
て
紫
陽
花
ロ
ー
ド
傘
の
舞
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喜
雨
の
中
役
場
に
着
き
し
献
血
車 

阪
上 

史
琅 

神郷公民館 
 46-1181 

koukou@city． 

niihama.ehime.jp 

 神郷校区の人口 
人 口  10,025人 
（男）   4795人 
（女）   5230人 
世帯数   4535世帯 

平成29年3月末現在 

 

神
郷 

 
公
民
館
だ
よ
り 

 

 

権 

標 

語
（
神
郷
小
）  

 こ
っ
ち
だ
よ 

手
と
手
を
つ
な
い
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

み
ん
な
の
わ 

３
年 

尾
﨑 

健
志
朗
（
け
ん
し
ろ
う
） 

ま
も
り
た
い 

み
ん
な
の
え
が
お 

 

た
か
ら
も
の 

３
年 

野
口 

沙
彩
（
さ
あ
や
） 

  

あ 

 

 

８
月
１９
日
（
土
）
に
『
第
２２
回
神
郷
夏
ま
つ
り
』
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
日
中
の
気
温
が
４０
度
近
く
に
な
る
よ
う
な
暑
さ
の
中
、
千
本
つ

り
、
射
的
、
ジ
ャ
ン
ボ
的
当
て
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
の
子
ど
も
イ
ベ

ン
ト
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
川
東
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
素
晴
ら

し
い
演
奏
や
、
今
年
で
最
後
の
出
演
と
な
る
チ
ア
ダ
ン
ス
さ
ん
、
神
郷
史
情

さ
ん
、
大
西
社
中
さ
ん
に
よ
る
熱
気
あ
ふ
れ
る
踊
り
や
太
鼓
の
披
露
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
豪
華
特
別
賞
が
用
意
さ
れ
た
抽
選
に
な
る
と
会
場
の
テ
ン
シ

ョ
ン
が
一
気
に
上
が
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 

最
後
に
柴
田
館
長
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で
神
郷
の
夜
空
に
大

き
な
打
ち
上
げ
花
火
が
上
が
り
、
そ
れ
か
ら
続
い
た
花
火
は

ま
さ
し
く
一
夜
限
り
の
真
夏
の
夢
ス
テ
ー
ジ
で
し
た
。 

            

       

暑
い
中
、
お
世
話
下
さ
い
ま
し
た
各
自
治
会
、
各
種
団
体
の
皆
様
、
応
援

に
来
て
下
さ
っ
た
ア
ソ
カ
園
職
員
の
皆
様
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
お
か

げ
で
楽
し
い
夏
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

 
 

９
月
１
日
は
防
災
の
日
で
す 

 
 

防
災
の
日
は
、
1923
年
９
月
１
日
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災 

の
教
訓
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
家
族
で
も

「
も
し
も
」
の
時
に
備
え
、
避
難
場
所
の
確
認
や
、
防
災
対
策
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
事
前
に
で
き
る
こ
と
か
ら

日
々
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
で
、
災
害
時
に
は
少
し
で
も
危
険
要

因
を
減
ら
し
、
慌
て
ず
行
動
で
き
ま
す
。 

 

神
郷
校
区
防
災
訓
練 

主
催 

神
郷
校
区
連
合
自
治
会 

協
力 

神
郷
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
・
神
郷
消
防
分
団
・
川
東
分
署 

参
加
者 

神
郷
校
区
自
治
会
・
各
種
団
体 

日
時 

平
成
２９
年
９
月
３
日
（
日
）
９
時
～
12
時 

※
雨
天
決
行 

集
合
場
所 

神
郷
小
学
校
体
育
館 

受
付
後
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
移
動 

当
日
予
定 

 

９
時 

 
 

開
会
式
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
） 

 
 

９
時
１５
～
は
し
ご
車
に
よ
る
小
学
生
救
助
訓
練 

 
 

９
時
４５
～
消
火
実
習
訓
練 

 
 

10
時
０５
～
体
育
館
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
２
班
に
分
か
れ
て
訓
練 

グ
ラ
ウ
ン
ド 

煙
体
験
、
土
の
う
作
成
訓
練
他 

 
 

 
 

 
 

 

体
育
館 

救
急
訓
練
、
新
聞
ス
リ
ッ
パ
作
成
他 

 
 

１２
時
０５ 

閉
会
式 

 

当
日
参
加
で
き
ま
す
。
自
分
が
災
害
を
生
き
抜
く
た
め
に
も
、
ま

た
周
囲
の
人
を
災
害
か
ら
救
う
た
め
に
も
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
交

流
が
図
ら
れ
る
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

 
 

観
月
会
の
ご
案
内 

 
 

今
年
度
も
、
左
記
の
日
程
で
観
月
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

19
時
か
ら
は
琴
・
尺
八
の
演
奏
や
郷
在
住
の
神
野
洋
行
さ
ん
に 

よ
る
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
も
あ
り
ま
す
。 

日 

時
：
平
成
２９
年
９
月
８
日
（
金
）
１８
時
～ 

場 
 

所
：
神
郷
公
民
館 

駐
車
場(
雨
天
時
は
公
民
館
内) 

参
加
費
：
い
も
た
き
前
売
り
券 
５
千
円
（
５
人
分
） 

主 

催
：
神
郷
い
き
い
き
友
の
会 

※
５
名
用
の
鍋
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
原
則
５
名
グ
ル
ー
プ
で
申
込
み
下

さ
い
。
前
売
り
券
は
公
民
館
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 延べ1000人ちびっ子参加 

大人気 子どもイベント 

   

残念！今年が最後です。 

可愛いチアダンスの演技 

 

おめでとう！ 

抽選1等賞 
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 ９月（長月）の行事予定  

 

１日（金）13:30～ 芸能発表打ち合わせ会 神郷公民館 

３日（日）9:00～  防災訓練       神郷小学校 

４日（月）10:00～  子育てサロン     神郷公民館 

19:00～  環境美化部会           〃 

５日（火）10:30～  乳幼児講座       〃 

７日（木）     集団検診        〃 

19:00～  老人会長会           〃 

８日（金） 9:30～  ママ友講座      神郷幼稚園 

18:00～  観月会        神郷公民館 

 １０日（日）     てみやげ事業      神郷公民館 

 １２日（火）     高齢者講座 研修旅行 

 １５日（金）19:00～ 安全協会定例会     神郷公民館 

 １７日（日）     川東中学校運動会    川東中学校 

１９日（火）19:00  民生定例会         神郷公民館 

２０日（水）9:30～  食改            

２２日（金）19:30～ 連合自治会長会         神郷公民館 

２４日（日）     神郷小学校運動会    神郷小学校 

２６日 (火) 10:00～ 敬老会         神郷公民館 

２９日（金）13:30～ 読み聞かせ反省会      〃 

 ３０日（土）     神郷幼稚園運動会    神郷幼稚園 

 

「天正の陣」その後、領地・子孫 

決戦 1585年(天正13年)、豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

の命を受けた中国

・毛利氏の小早川隆景
こばやかわたかかげ

率いる総勢3万余の大軍が瀬戸内海

を渡り新居郡に攻めよせた。これを迎え撃つ新居郡勢は、

金子城主の元宅
もといえ

を総大将に新居・宇摩両軍の三千余騎、各

地で激戦が繰り広げられたが、7月12日最後の決戦、西条

氷見・高尾城の攻防戦の火蓋が切られた。2千の将兵総力

をあげて激戦奮闘したが、将兵はつぎつぎと討ち死にし、

14日には支城の丸山が落ちる。それでも元宅は頑強に抵抗

するが、１０倍に余る毛利勢との激戦に高尾城もついに支

えきれず、17日夜みずから城に火を放ち、残存将兵六百と

ともに城を出て山麓の野々市ヶ原で最後の決戦を挑んだの

であった。この戦は、この地方において、後にも先にも無

い歴史的大戦であったが、この戦の終結により、この地方

の戦国時代は終り、戦いの無い時代に移ったのである。 

 領主 秀吉は四国を平定した後、戦功のあった小早川

隆景を伊予国三十五万石松前城に封じた。その2年後に隆

景が築前へ移封になった後は、東伊予地方には一定の領主

はなく、福島正則、池田秀雄、小川祐忠と代わり、慶長5

年（１６００）の関ヶ原の戦いで徳川方（東軍）に味方し

て功があった加藤嘉
よし

明
あき

と藤堂高虎
たかとら

が大増封され、松山城・

今治城の築城を許された。このとき、石田方（西軍）に味

方した伊予の諸大名は、全領土を取り上げられ、お家断絶

となる。 

 幾度かの変遷を経て、17世紀の前半の間に伊予八藩の成

立を見るのであった。この地の西条藩については、寛永13

年(1636）に一 柳
ひとつやなぎ

氏が就封して、ようやく安定した政治

の形がみえるようになる。しかし、一柳氏は寛文5年（１

６６５）にお家改易となり、わずか三代30年で断絶した。

そして、5年後の寛文10年（1670）に紀州和歌山藩から

松平頼
より

純
ずみ

が就封した。西条藩松平氏は頼純就封から明治2

年（１８６９）の版籍奉還まで200年続いたのであった。 

 子孫 岡崎城主藤田山城守義雄、その子藤田大隅守俊

忠とともに、西条氷見・高尾城の決戦の場で将兵とともに

討ち死にする。大隅守俊忠の子彦兵衛・新三郎は、幼少の

ため家来に守られ、彦兵衛は宇摩の山に隠遁していたが、

後々に郷村に帰農し、弟新三郎は西条の奥荒川山に落ち、

半田地の藤田の祖となりました。寛永13年一柳氏が西条藩

主として就封したとき、この地方の豪族で旧家の子孫であ

るので、彦兵衛を郷村の庄屋役に、新三郎を半田村の庄屋

役につけました。また、一族の内には西条藩に仕官した者

もいました。そのため藤田氏の子孫は絶えることなく、各

地に広く栄え続いております。 

 宇高の冨留土居城高橋丹後守光国、弟・美濃守種茂、宇

高左馬之助種光とともに西条氷見・高尾城の決戦の場で討

ち死にする。四男種明は幼少でまだ病身であったために出

陣せず、後に出家して西正寺を開基したと伝えられてい

る。なお、美濃守の子孫は宇高に住し大庄屋役を仰せつか

る者、また内には、一族の世話になって西条氷見に永住し

たと記録があります。 

 終り、戦国時代の武士階級は、自分の欲望を満足させ

るために、勝手な戦いを繰り返した。秀吉の野望と元親の

野心の犠牲となった郷土住民の惨状は、いくばかなものか

人たちの平和は、無残に打ちこわされたのである。 

 

 

 
 

 

  敬老の集いのご案内 
みなさんで笑って・歌って大いに楽しみましょう 

・対象 神郷校区にお住いの満７０歳以上の方 

    （昭和２３年３月３１日までに生まれた人） 

・日にち 平成２９年９月２６日（火）10:00～11:30 

・場所 神郷公民館大会議室 

・内容 白井歌声喫茶グループ（愛称：ＰＢＳ２９）の皆

さんによる歌と踊り 

・参加無料 ※休憩にパンと飲み物、帰りにお土産つき 

・申込み 老人クラブ会員さんは各老人クラブまで 

     それ以外の方は神郷公民館まで 

・申込み締切 9月8日 

 スマイルボーリングの結果報告  
 

８月６日（日）神郷小学校体育館でスマイルボーリング大

会を行いました。上位チームの方には市民体育祭への参加

をお願いします 

  優勝 白井Ａ  準優勝 白井Ｂ 

 おはようラジオ体操＆挨拶標語の表彰  

 ８月６日（日）神郷小学校において校区住民約１５０人

が参加しておはようラジオ体操が開催されました。その

後、神郷小学校児童のあいさつ標語入賞者に公民館長から

表彰状と記念品の進呈がありました。 

 

平成２９年 秋の全国交通安全運動 
期間 平成２９年９月２１日（木）～９月３０日（土） 

スローガン『ム』チャするな『ジ』カンにゆとり『コ』コロのよゆう 

運動の基本 子どもと高齢者の事故防止 

運動重点  

・子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止 

・夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の交通事故防止 

・全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底 

・飲酒運転の根絶 


